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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第54期

中間連結会計期間
第55期

中間連結会計期間
第54期

会計期間
自 2024年６月１日
至 2024年11月30日

自 2025年６月１日
至 2025年11月30日

自 2024年６月１日
至 2025年５月31日

売上高 (千円) 2,578,461 2,309,240 4,890,771

経常利益 (千円) 294,652 239,907 441,840

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 196,441 159,915 293,670

中間包括利益又は包括利益 (千円) 190,767 169,080 290,147

純資産額 (千円) 5,116,639 5,311,375 5,216,019

総資産額 (千円) 7,666,418 7,608,241 7,617,423

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 213.67 173.95 319.43

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 66.7 69.8 68.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △514,629 334,186 △587,130

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 21,646 30,389 △23,037

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △211,644 △209,897 4,197

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 857,690 1,111,345 956,677
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な変更は

ありません。また、当社の関係会社についても異動はありません。

なお、当社グループ(当社及び当社の関係会社)は、当社、連結子会社タケダ精機株式会社の計２社で構成されてお

ります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 
 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績の状況

当中間連結会計期間における我が国経済は、米国の通商政策、ウクライナ、中東情勢に日中関係の悪化が加わっ

た地政学的リスクを背景に、各国の政策金利の見直しに伴う為替相場の変動、国内の引き続く物価や長期金利の上

昇を受けて景気の下振れを懸念するなど、先行き不透明な状況のまま推移しております。

当社グループの事業環境においては都市部を中心とする鋼構造物、国土強靭化基本計画によるインフラ補強、物

流倉庫・データセンター等の建設需要は見込まれるものの、膨らむ建設費用が負担となって建設計画の見直しや中

止が散見され、前述の景況感も重なって企業の設備投資が抑制傾向にあるなど、極めて厳しい状況にあります。

このような状況の下、当社グループは「お客様視点のものづくり」を基本原点に、省人化・省段取りに係る新製

品開発や提案営業、保守サービスの充実等を展開するほか、生産性向上に向けた基幹システムの更新(ＥＲＰを導入

し、2027年６月頃を目処に稼働する予定であります。)に取り組んでおります。

当中間連結会計期間における当社グループの業績は、売上高は2,309百万円(前年同期比10.4％減)、営業利益は

230百万円(前年同期比19.5％減)、経常利益は239百万円(前年同期比18.6％減)、親会社株主に帰属する中間純利益

は159百万円(前年同期比18.6％減)となりました。

品目別売上高については、形鋼加工機は1,495百万円(前年同期比12.4％減)、丸鋸切断機は151百万円(前年同期比

57.4％増)、金型は215百万円(前年同期比1.9％減)、受託事業・その他は115百万円(前年同期比34.7％減)、部品は

272百万円(前年同期比14.3％減)、サービスは58百万円(前年同期比2.8％減)となりました。

 
なお、当社グループの事業は金属加工機械事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載を省略して

おります。

 
② 財政状態の状況

(資産)

当中間連結会計期間末における資産の残高は7,608百万円となり、前連結会計年度末に比べ9百万円減少してお

ります。

これは、主に現金及び預金が118百万円、電子記録債権が70百万円増加したこと、受取手形及び売掛金が167百

万円、棚卸資産が10百万円減少したこと等によるものであります。

 
(負債)

当中間連結会計期間末における負債の残高は2,296百万円となり、前連結会計年度末に比べ104百万円減少して

おります。

これは、主に電子記録債務が74百万円、未払法人税等が59百万円増加したこと、支払手形及び買掛金が122百万

円、長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む。)が97百万円、賞与引当金が14百万円減少したこと等によ

るものであります。
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(純資産)

当中間連結会計期間末における純資産の残高は5,311百万円となり、前連結会計年度末に比べ95百万円増加して

おります。

これは、利益剰余金が86百万円、その他有価証券評価差額金が9百万円増加したこと等によるものであります。

 
(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は1,111百万円となり、前連結会計年

度末に比べ154百万円増加しております。

 
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における営業活動の結果、獲得した資金は334百万円となりました(前年同期は514百万円の

支出)。

この主な要因は、減価償却費が73百万円(前年同期は84百万円)、仕入債務が54百万円の減少(前年同期は14百万

円の増加)、売上債権が97百万円の減少(前年同期は404百万円の増加)、棚卸資産が10百万円の減少(前年同期は

139百万円の増加)、税金等調整前中間純利益が244百万円(前年同期は299百万円)、法人税等の支払額が35百万円

(前年同期は214百万円)、賞与引当金が14百万円の減少(前年同期は22百万円の減少)等によるものであります。

 
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における投資活動の結果、獲得した資金は30百万円となりました(前年同期は21百万円の獲

得)。

この主な要因は、有形固定資産の取得による支出が10百万円(前年同期は14百万円)、無形固定資産の取得によ

る支出が17百万円(前年同期は15百万円)、定期預金の支出入が36百万円の収入(前年同期は69百万円の収入)、投

資有価証券の売却による収入が45百万円(前年同期は0百万円)等によるものであります。

 
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当中間連結会計期間における財務活動の結果、支出した資金は209百万円となりました(前年同期は211百万円の

支出)。

この要因は、長期借入金の支出入が97百万円の支出(前年同期は98百万円の支出)、リース債務の返済による支

出が39百万円(前年同期は41百万円)、配当金の支払額が72百万円(前年同期は72百万円)等によるものでありま

す。

 
(3) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

当中間連結会計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フローの状況の分析、重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定」の内容について、重要な

変更はありません。

 
(4) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当中間連結会計期間において、経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指

標等に重要な変更及び新たに定めた事項はありません。

 
(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 
(6) 研究開発活動

当中間連結会計期間の研究開発費はありません。
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３ 【重要な契約等】

当中間連結会計期間において、重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,080,000

計 4,080,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2025年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(2026年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,020,000 1,020,000
東京証券取引所
スタンダード市場

株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式
　単元株式数 　100株

計 1,020,000 1,020,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年６月１日～
2025年11月30日

 ― 1,020,000  ― 1,874,083 ― ―
 

 

(5) 【大株主の状況】

  2025年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己
株式を除く。)の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社テーエスワイ 石川県能美市吉光町ト101番地1 116 12.73

竹田雄一 石川県能美市 100 10.98

タケダ機械取引先持株会 石川県能美市粟生町西132番地 55 6.03

伊藤石典 石川県能美市 34 3.79

竹田咲子 石川県能美市 27 3.01

竹田貴子 石川県能美市 26 2.83

株式会社福井銀行 福井県福井市順化1丁目1番1号 25 2.81

東海東京証券株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅4丁目7番1号 24 2.68

株式会社北國銀行 石川県金沢市広岡2丁目12番6号 17 1.93

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木1丁目6番1号 16 1.83

計 ― 446 48.61
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(注) 2023年４月21日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書において、奥村学氏、一般社団法人フラクタル・

ハピネス及び株式会社フラクタル・ビジネスが2023年４月18日現在で以下の株式を保有している旨が記載されて

いるものの、当社として2025年11月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状

況には含めておりません。なお、大量保有報告書の内容は、次のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

奥村学 長野県小諸市八満 29 2.92

一般社団法人フラクタル・ハピネス 長野県小諸市田町2丁目6-13 5 0.49

株式会社フラクタル・ビジネス 長野県小諸市田町2丁目6-13 1 0.15
 

 
(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100,600
 

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

9,140 ―
914,000

単元未満株式
 普通株式

― ―
5,400

発行済株式総数 1,020,000 ― ―

総株主の議決権 ― 9,140 ―
 

(注) 単元未満株式には、当社所有の自己株式87株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2025年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　 タケダ機械株式会社

石川県能美市
粟生町西132番地

100,600 ― 100,600 9.86

計 ― 100,600 ― 100,600 9.86
 

 

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 
 
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2025年６月１日から2025年11月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、アーク有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(2025年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,478,277 1,596,845

  受取手形及び売掛金 ※１  889,131 ※１  721,144

  電子記録債権 ※１  279,502 ※１  350,233

  製品 1,561,103 1,691,687

  仕掛品 544,600 436,636

  原材料 494,982 461,437

  その他 20,094 29,429

  流動資産合計 5,267,692 5,287,413

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 449,423 435,355

   土地 967,629 967,629

   その他（純額） 367,694 344,234

   有形固定資産合計 1,784,747 1,747,219

  無形固定資産 82,768 81,573

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 37,408 41,059

   その他 447,947 454,115

   貸倒引当金 △3,140 △3,140

   投資その他の資産合計 482,215 492,034

  固定資産合計 2,349,731 2,320,828

 資産合計 7,617,423 7,608,241

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 256,618 133,932

  電子記録債務 84,639 158,910

  短期借入金 ※２  400,000 ※２  400,000

  1年内返済予定の長期借入金 290,208 303,534

  未払法人税等 45,241 105,068

  賞与引当金 123,275 108,295

  役員賞与引当金 22,000 10,400

  製品保証引当金 12,471 10,901

  株主優待引当金 13,836 10,296

  その他 310,794 335,836

  流動負債合計 1,559,083 1,577,175

 固定負債   

  長期借入金 573,727 462,798

  役員退職慰労引当金 90,882 95,176

  その他 177,711 161,716

  固定負債合計 842,320 719,690

 負債合計 2,401,404 2,296,866
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(2025年11月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,874,083 1,874,083

  資本剰余金 44,103 44,103

  利益剰余金 3,433,060 3,519,425

  自己株式 △169,659 △169,834

  株主資本合計 5,181,588 5,267,778

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 34,431 43,596

  その他の包括利益累計額合計 34,431 43,596

 純資産合計 5,216,019 5,311,375

負債純資産合計 7,617,423 7,608,241
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年６月１日
　至 2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年６月１日
　至 2025年11月30日)

売上高 2,578,461 2,309,240

売上原価 1,783,439 1,577,063

売上総利益 795,022 732,176

販売費及び一般管理費 ※１  508,373 ※１  501,369

営業利益 286,648 230,807

営業外収益   

 受取利息 79 733

 受取配当金 1,756 2,428

 仕入割引 11,247 4,319

 為替差益 ― 4,387

 その他 6,532 7,735

 営業外収益合計 19,615 19,604

営業外費用   

 支払利息 7,090 7,945

 その他 4,521 2,557

 営業外費用合計 11,612 10,503

経常利益 294,652 239,907

特別利益   

 固定資産売却益 ― 131

 投資有価証券売却益 0 9,767

 補助金収入 5,070 ―

 特別利益合計 5,070 9,899

特別損失   

 固定資産除却損 0 171

 投資有価証券売却損 ― 4,667

 特別損失合計 0 4,838

税金等調整前中間純利益 299,723 244,968

法人税、住民税及び事業税 94,921 92,845

法人税等調整額 8,360 △7,791

法人税等合計 103,281 85,053

中間純利益 196,441 159,915

親会社株主に帰属する中間純利益 196,441 159,915
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年６月１日
　至 2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年６月１日
　至 2025年11月30日)

中間純利益 196,441 159,915

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △5,674 9,165

 その他の包括利益合計 △5,674 9,165

中間包括利益 190,767 169,080

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 190,767 169,080
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2024年６月１日
　至 2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年６月１日
　至 2025年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 299,723 244,968

 減価償却費 84,657 73,587

 受取利息及び受取配当金 △1,835 △3,162

 支払利息 7,090 7,945

 固定資産売却損益（△は益） ― △131

 投資有価証券売却損益（△は益） △0 △5,100

 固定資産除却損 0 171

 補助金収入 △5,070 ―

 売上債権の増減額（△は増加） △404,365 97,256

 棚卸資産の増減額（△は増加） △139,744 10,925

 仕入債務の増減額（△は減少） 14,974 △54,617

 賞与引当金の増減額（△は減少） △22,944 △14,980

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △17,850 △11,600

 製品保証引当金の増減額（△は減少） △3,165 △1,569

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 4,619 4,293

 株主優待引当金の増減額（△は減少） △2,795 △3,539

 その他 △108,971 30,282

 小計 △295,678 374,730

 利息及び配当金の受取額 1,835 3,155

 利息の支払額 △6,812 △8,456

 法人税等の支払額 △214,194 △35,243

 その他 220 ―

 営業活動によるキャッシュ・フロー △514,629 334,186

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △395,300 △385,100

 定期預金の払戻による収入 465,200 421,200

 有形固定資産の取得による支出 △14,472 △10,171

 有形固定資産の売却による収入 ― 131

 無形固定資産の取得による支出 △15,833 △17,465

 投資有価証券の取得による支出 △1 ―

 投資有価証券の売却による収入 3 45,552

 補助金の受取額 5,070 ―

 その他 △23,019 △23,758

 投資活動によるキャッシュ・フロー 21,646 30,389

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 1,350,000 1,300,000

 短期借入金の返済による支出 △1,350,000 △1,300,000

 長期借入れによる収入 ― 50,000

 長期借入金の返済による支出 △98,419 △147,603

 自己株式の取得による支出 ― △175

 リース債務の返済による支出 △41,165 △39,160

 配当金の支払額 △72,060 △72,959

 財務活動によるキャッシュ・フロー △211,644 △209,897

現金及び現金同等物に係る換算差額 207 △9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △704,419 154,667

現金及び現金同等物の期首残高 1,562,110 956,677

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  857,690 ※1  1,111,345
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【注記事項】

(中間連結貸借対照表関係)

※１ 期末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しております。

なお、前連結会計年度末日及び当中間連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形を

満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度
(2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(2025年11月30日)

受取手形 698千円 263千円

電子記録債権 26,713 〃 40,918 〃
 

 
※２　当座貸越契約

当社グループは運転資金の効率的な調達を行うため、取引銀行８行(前連結会計年度は取引銀行８行)と当座貸越

契約を締結しております。この契約に基づく借入未実行残高は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度
(2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(2025年11月30日)

当座貸越極度額 2,850,000千円 2,850,000千円

借入実行残高 400,000 〃 400,000 〃

　差引額 2,450,000千円 2,450,000千円
 

 
 
(中間連結損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年11月30日)

従業員給料及び賞与 98,461千円 90,108千円

賞与引当金繰入額 42,941 〃 37,934 〃

役員賞与引当金繰入額 15,050 〃 10,400 〃

役員退職慰労引当金繰入額 4,619 〃 4,293 〃

製品保証引当金繰入額 1,687 〃 2,515 〃

株主優待引当金繰入額 6,546 〃 7,291 〃
 

 
 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年11月30日)

現金及び預金 1,315,890千円 1,596,845千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△458,200 〃 △485,500 〃

現金及び現金同等物 857,690千円 1,111,345千円
 

 
 
(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2024年６月１日 至 2024年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年８月29日
定時株主総会

普通株式 73,549千円 80.00円 2024年５月31日 2024年８月30日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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当中間連結会計期間(自 2025年６月１日 至 2025年11月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年８月28日
定時株主総会

普通株式 73,549千円 80.00円 2025年５月31日 2025年８月29日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 
 
(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年６月１日 至 2024年11月30日)

当社グループの事業は金属加工機械事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年６月１日 至 2025年11月30日)

当社グループの事業は金属加工機械事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
 
(収益認識関係)

当社グループの事業は金属加工機械事業の単一セグメントであり、顧客との契約から生じる収益を分解した情報

は、次のとおりであります。
 

前中間連結会計期間(自 2024年６月１日　至 2024年11月30日)

 
製　　　　品

部品 サービス 合計
形鋼加工機 丸鋸切断機 金型 その他 小計

 外部顧客
 への売上高 (千円)

 1,707,113 96,244 219,388 176,862 2,199,608 318,643 60,209 2,578,461
 

 
当中間連結会計期間(自 2025年６月１日　至 2025年11月30日)

 
製　　　　品

部品 サービス 合計
形鋼加工機 丸鋸切断機 金型 その他 小計

 外部顧客
 への売上高 (千円)

1,495,410 151,482 215,287 115,577 1,977,757 272,961 58,521 2,309,240
 

 
 
(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自 2024年６月１日
至 2024年11月30日)

当中間連結会計期間
(自 2025年６月１日
至 2025年11月30日)

１株当たり中間純利益 213円67銭 173円95銭

 (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益      　(千円)  196,441 159,915

普通株主に帰属しない金額　　　　 　　　(千円)  ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益                　　     　(千円)

 196,441 159,915

普通株式の期中平均株式数　　　　　 　　 (株)  919,373 919,341
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
 

２ 【その他】

該当事項はありません。

 
 

EDINET提出書類

タケダ機械株式会社(E01508)

半期報告書

15/18



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年１月14日

タケダ機械株式会社

取締役会  御中

 

アーク有限責任監査法人
 

富山オフィス
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  　篠　﨑　和　博  

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士  　髙　島　展　之  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているタケダ機械株式

会社の2025年６月１日から2026年５月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間(2025年６月１日から2025年11月30日

まで)に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、タケダ機械株式会社及び連結子会社の2025年11月30日現在の財政状態並びに同日を

もって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定(社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用さ

れる規定を含む。)に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果

たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付

ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財

務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場

合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期

中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続で

きなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上

 
 

(注) １．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書

提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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